
荷 姿 性 状 肥料の種類

20kg入り 粒状
（1～4mm）

特殊肥料

分析例（％）

28.5

カルシウム
カルシウム
水溶性

26.3

硫 黄

17.0

水 分

0.6

pH

5.1

特長 ①水にとけやすく作物に吸収されやすい

②土壌pHを上げずにカルシウム補給が可能

③カルシウムに加えてイオウも補給

カルシウムは土壌の中の水（土壌溶液）に溶けて作物に吸収されます。

カルシウムは与えたいが、土壌pHは上げたくない。そんな悩みを解決します。

イオウは植物の生理作用にとって大事な要素です。

カルシウムを含む資材の特性

畑のカルシウム

種 類 主な成分

硫酸カルシウム

土壌中で呈するpH

中性

性 質

水に対する溶けやすさが
中程度

水への溶けやすさ

○

炭酸カルシウム
（炭カル） 炭酸カルシウム アルカリ性 水にほとんど溶けない △

カキ殻石灰 炭酸カルシウム アルカリ性
効き目がおだやか
土壌pHは緩やかに上昇 △

塩化カルシウム 塩化カルシウム 酸性
溶解度が極めて高く流亡
しやすい ◎

期待される効果（根張りの向上に加え、以下の効果が期待できます）

収量アップ
増収

イオウ補給

カルシウム補給

施用量の目安
（10aあたり）

施用方法

元肥：100 kg
追肥： 40 kg

全面施用

元肥：100 kg
元肥：

60～100 kg

全面施用 全面施用

ばれいしょ マメ類

施用量の目安
（10aあたり）

施用方法

元肥：100 kg

全面施用

施用量の目安
（10aあたり）

施用方法

元肥：100～200 kg

全面施用

元肥：100 kg

全面施用

玉ねぎ・ダイコン・ネギ類

トマト・イチゴ・メロン キャベツ・セルリー・ハクサイ

その他イモ類

イオウの役割

○ タンパク質を構成
○ 機能性成分を構成

抗酸化作用を持つ機能性成分を
構成します。
▴ イソチオシアネート
（ダイコン・ブロッコリーなど）

▴ ビタミンU
（キャベツ）

▴ アリシン

（ネギ・タマネギ・ニンニク）




